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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

（１） 学生確保の見通し 

 

① 定員充足の見込み 

 

○ 入学定員設定の考え方 

 

この度設置する社会学部の入学定員を設定するにあたり、社会学部系統学科を擁

する関西主要私立大学の入学定員、志願者数、志願倍率の調査分析を行った。 

調査分析の結果、社会学科の平均入学定員は、約 269 人、入学者数に対する平均志

願倍率は、約 14.1 倍であった。 

この調査結果及び、後述の「定員充足の見込み」において記す本学部学科系統分 

野の動向分析、アンケート調査結果から、開設当初、一定のレベルを保ち、確実に 

学生確保を図るため、このたび設置する社会学部社会学科の入学定員、収容定員を 

入学定員 200 人、収容定員 800 人に設定した。 

 

【資料１】「2019 年度 関西主要私立大学 社会学系統学科 入試結果」参照 

  

○ 社会科学系統分野動向 

 

このたび設置する社会学部の動向について、「平成 31(2019)年度私立大学・短期大

学等入学志願動向」をみると、「私立大学 地域別動向」の「近畿地区」の入学定員充

足率は、平成 30 年度 110.65%、平成 31 年度 108.20%と堅調に推移している。また、

「私立大学 主な学部別の志願者・入学者動向」の「社会学部」の入学定員充足率は、

平成 30 年度 102.78%、平成 31 年度 101.67%と、これも堅調に推移している。また、

過去５年間の「私立大学 学部系統別・入学定員充足率の動向」の「社会科学系」の

入学定員充足率は、100％以上、80％以上とも堅調に推移しており、「近畿地区」にお

ける「社会科学系」「社会学部」の入学志願動向は堅調であるといえる。 

 

【資料２】「私立大学 地域別動向」参照 

【資料３】「私立大学 主な学部別の志願者・入学者動向」参照 

【資料４】「私立大学 学部系統別・入学定員充足率の動向」参照 
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② 定員充足の根拠となる調査結果の概要 

 

定員充足の根拠となる調査として、現在、高等学校２年生の生徒を対象とする本学 

   社会学部への受験、入学意欲の調査を、株式会社 高等教育総合研究所に依頼実施し、 

以下の結果を得た。 

 

○ 学生確保の見通し調査（高校生アンケート）結果概要 

 

（調査内容） 

大和大学が設置する「社会学部」の学生確保の見通しを測定するため、高校生に

アンケート調査を実施。 

 

（調査期間） 

2019 年 11 月～2020 年 2月 

 

（調査対象） 

本学社会学部を受験する可能性が高い本学所在地（大阪府）を中心に、あわせて

２府４県（京都府、大阪府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県）に所在する高

等学校の２年生（2021 年３月卒業予定者） 

     

    （調査方法） 

対象となる高校にアンケート用紙を送付し、各校の教職員から調査対象者（高等 

学校２年生）にアンケート用紙を配付のうえ、10分程度の回答時間を設け、その

場で回答する方法により調査実施。調査実施後、若干、コース名称が変更となっ

たが、分野系統、学びに変更はなく、調査結果に影響はないものと考える。 

 

    （実施校数・人数） 

      66 校 

      8,417 人（有効回答数） 

 

    （調査結果） 

     ＜分析１＞ 回答を得た高校生の基本情報 

 

アンケート回答を得た高校生に関する基本情報について、回答者の内訳、全      

体傾向をみると、回答者の居住地で最も多かったのが本学の立地する「大阪府」

で全回答者 8,417 人のうち 3,612 人（全体の 42.9％）。次いで、「兵庫県」2,307

人（同 27.4％）、「奈良県」1,262 人（同 15.0％）の高校生から回答を得ること

ができた。 
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 回答者の性別をみてみると、男性 4,081 人（同 48.5％）、女性 4,270 人（同 

50.7％）と、やや女性の回答が多い結果となった。 

 次に、高校卒業後の進路について、進学と回答した数が 7,346 人（同 87.3％） 

にのぼり、アンケート回答者の９割近くの生徒が、大学等の進学を検討して 

いる結果を得た。 

次に、興味のある学問分野について、最も回答数が多かったのが「社会科学」

分野の 3,054 人（同 36.3％）。次いで、「人文科学」分野 2,533 人（同 30.1％）、

「教育学・教員養成」分野 1,483 人（同 17.6％）であった。 

  

     ＜分析２＞ 大和大学 社会学部の受験・入学意欲 

 

       本学社会学部への受験・入学意欲に関する調査では、「受験したい」という回 

答が 686 人（同 8.2％）であった。 

また、「受験したい」との回答者に対して、本学社会学部への入学意欲につい 

て回答を求めたところ、合格した場合「入学したい」との回答が 210 人（「受験 

したい」との回答者の 30.6％）、「併願大学の結果によっては入学したい」が 472 

人（「受験したい」との回答者の 68.8％）と、「入学したい」という回答のみで 

学部入学定員の 200 人を上回っており、「併願結果によっては入学したい」と回 

答した 472 人を加えると、本学社会学部への入学を具体的に検討している人数 

は、合計 682 人にのぼり、入学定員の 3.41 倍という結果を得た。 

 

また、本学の「直近５ヵ年 オープンキャンパス参加者数・志願者数・入学者

数推移」をみてみると、既設の教育学部、保健医療学部、政治経済学部のオープ

ンキャンパス参加者数、志願者数とも、各学部それぞれ堅調に推移している。 

特に、2020 年度に新設する理工学部のオープンキャパス参加者数をみると、

前年度の 396 人から 602 人に増加しており、入学定員充足を続けている政治経

済学部を上回る人数となっている。 

本学では、2014 年の開学以来、精力的に広報、学生募集活動を展開してきて

おり、本学に対する認知、また、本学が設置する学部への期待感が年々高まっ

ているものと考えられる。 

これら既設学部のオープンキャンパス参加者数、志願者数、入学者数の実績、

また、京阪神を結ぶ大動脈ＪＲ京都線の「吹田駅」（ＪＲ大阪駅から約９分）か

ら徒歩 10分以内でキャンパスに立つことができる好立地も鑑みると、入学定員

200 名、収容定員 800 名の学生確保は十分可能と考える。 

 

【資料５】『大和大学「社会学部（仮称）」設置に係る学生確保の見通し調査報 

告書』参照 

【資料６】「大和大学 直近５ヵ年 オープンキャンパス参加者数・志願者数・ 
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入学者数推移』参照 

 

 

③  学生納付金の設定の考え方 

 

学生納付金の設定にあたって、安定的な志願者、入学者の確保、また、適切な教育 

研究環境を構築するため、近畿地区の社会学系統学部を有する主要私立大学 7大学の 

学生納付金を調査したところ、初年度納付金は、（平均額 1,230,086 円、最高額 

1,376,200 円、最低額 1,088,900 円）、入学金（平均額 234,286 円、最高額 270,000 円、 

最低額 200,000 円）、授業料（平均額 904,029 円、最高額 1,147,200 円、最低額 758,000 

円）であった。 

 

これら調査結果をふまえ、競合他大学との関係、学生確保の観点、また、財政的な 

健全性維持の観点から適切な金額設定を検討し、本学社会学部では、以下の学生納付 

金を設定した。 

 

入学金     180,000 円 

授業料    970,000 円 

 

   【資料７】「関西主要私立大学 社会学系統学部 学生納付金一覧」参照 

 

 

（２） 学生確保に向けた具体的な取組状況 

 

    認可申請前、認可申請中、認可後の３段階に区分し、それぞれの段階に告知可能な 

情報の提供、広報展開を図り、学生確保にあたる。 

 

①  ホームページ・大学案内 

 

本学ホームページに社会学部ページを開設し、設置予定の社会学部の理念や概要の 

告知を図る。認可後、公開可能な情報を盛り込み、ホームページの更新し、より具体 

的な情報提供を行う。 

    また、本学大学案内に設置予定の社会学部のページを設け、理念や概要の告知を展 

開する。 

 

②  社会学部専用リーフレット 

 

    前述の大学案内の記載は、認可前に公開可能な情報によるものであるため、認可後、 
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   公開可能な情報を盛り込んだリーフレットを作成し告知を展開する。 

    本リーフレットは、学生募集、資料請求者への発送物、オープンキャンパス、説明 

会、ダイレクトメール等の広報展開において活用する。 

 

③  各種広報媒体による告知 

 

    進学雑誌、Web 広告、検索サイト、新聞広告、交通広告、街頭広告等の各種広報媒 

体への広報展開を図る。 

 

④  オープンキャンパス・説明会開催 

 

本学オープンキャンパスにおいて、社会学部の全体説明、個別相談を実施し、社会 

学部に興味関心を持つ生徒、保護者、教育関係者への説明、直接対話の機会を通して、 

新設学部に対する理解促進を図る。 

 

 

２ 人材需要の動向等社会の要請 

 

（１） 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

 

このたび設置する社会学部社会学科では、「社会学に関する理論、知識を活かし、社会

が抱える課題の解決に意欲的に取り組み、社会の発展と幸せな暮らしの創造に貢献する

人材を養成する」ことを教育の柱に、以下に掲げる資質、知識、能力を備えた人材を育成

する。 

 

〇 多様な価値観や考え方に柔軟に対応するとともに、他者の意見に傾聴し、自らの

考えを表現することができる人材。 

 

〇 社会学に関する知識を基礎に、社会現象を的確に把握し、課題解決に取り組み、 

より良い社会を創造しようとする意欲を有している人材。 

 

 

（２） 上記（１）が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観 

   的な根拠 

 

近畿圏・首都圏を拠点とする企業を中心として、流通・サービス・公務など幅広い業 

種の企業、全国 1,978 箇所を対象に、本学社会学部が養成する人材についての人材需要 

に関する調査を、株式会社高等教育総合研究所に依頼実施し、以下の結果を得た。 
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○ 人材需要の見通し調査 結果概要 

 

（調査内容）  

大和大学が設置する「社会学部」の人材需要の見通しを測定するため、社会的ニ 

ーズについてのアンケート調査を実施。 

 

（調査期間）  

2019 年 12 月～2020 年 2月 

 

（調査対象）  

近畿圏、首都圏を拠点とする流通、サービス、公務など幅広い企業 1,978 箇所 

 

    （調査方法）  

対象となる企業の採用担当者宛にアンケート調査用紙を送付し、協力可能な場合、 

回答済のアンケート調査用紙を返送いただく方法により調査実施。 

 

    （調査実施数・回答数） 

      調査実施数： 上記業種企業 1,978 箇所 

      調査回答数： 215 件（配付 1,978 件に対し回収率 10．9％） 

 

    （調査結果） 

 

     ＜分析１＞ 回答を得た企業・団体の基本情報 

 

       アンケート回答を得た企業等の業種は、「公務」が最も多く 53 件（全体の 24.7 

％）、次いで、「卸売業」46 件（同 21.4％）、「小売業」29 件（同 13.5％）、「その

他のサービス」13 件（同 6.0％）など、合計 21 にわたる幅広い業種から回答を

得た。 

       企業等の所在地は、「大阪府」99件（同 46.0％）、次いで「兵庫県」31 件（同

14.4％）、そして「東京都」18件（同 8.4％）の都府県をはじめ、主に近畿圏の

各企業等から回答を得た。 

       回答企業等の規模は、「1～99 人」が 59 件（同 27.4％）、「100～299 人」が 55

件（同 25.6％）、「1,000～2,999 人」が 34 件（同 15.8％）であった。 

        

 

     ＜分析２＞ 大和大学社会学部が養成する人材の社会的ニーズ 
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       回答を得た企業等 215 件について、社会学部の「ニーズは極めて高い」と回

答を得た企業等は 18 件（全体の 8.4％）、「ニーズはある程度高い」と回答を得

た企業等は 102 件（同 47.4％）と、合計 120 件（同 55.8％）の企業等から、本

学社会学部が養成する人材の社会的ニーズは高いという回答を得た。 

 

     ＜分析３＞ 大和大学社会学部の卒業生の人材需要 

 

       回答を得た企業等 215 件のうち、大和大学社会学部の卒業生を「採用したい」

という回答が 84件（全体の 39.1％）あり、それらの企業等から「大和大学社会

学部」の卒業生の採用に意欲があるとの回答を得た。 

また、これら採用意欲があると回答した企業等に対し、採用可能人数について

質問したところ、採用可能人数の合計は入学定員 200 人を上回る 244 人の回答

となった。 

       また、これら大和大学社会学部の卒業生を「採用したい」と回答した 215 件

の企業等に、関心のある社会学科のコースについて質問したところ（複数回答

可）、社会学コース 59 件（同 70.2％）、メディア情報学コース 44 件（同 52.4％）、

社会心理学コース 42 件（同 50.0％）という結果となった。 

 

 以上の調査結果から、本学社会学部が養成する人材の社会的需要は高いもの

と考える。 

 

【資料８】『大和大学「社会学部（仮称）」設置に係る人材需要の見直し調査報告 

書』参照 
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